






 

 自己免疫疾患における細胞性免疫能は,in vivo 又は in vitro において各種

の方法により検討されている。 

 我々は,JRA 6 例,subsepsis allergica 1 例において,各種 mitogen に対する

リンパ球幼若化反応を全血微量培養法を用いて検討した。又,使用した mitogem

のうち,最も有用と思われた Con A に対する反応性の意義を解析するため,Con A

により幼若化したT-cellの helper suppressor機能につきプラーク法で検討し

た。 

方法は,ヘパリン加末梢全血 0.1ml を RPMI 1640lml に浮遊し,mitogen として

PHA-M l0μg/ml,Con A l0μg/ml,PWM20μg/ml を添加した。炭酸ガス培養器

(5%CO2)にて 72 時間培養した。培養停止 24 時間前に 3H-thymidine 1μCi/ml

を添加した。培養停止後,蒸留水約 2ml にて手早く溶血させ,ミリポア法にてリ

ンパ球を採取した。次いで,氷冷生食水 10ml 氷冷 5%トリクロール酢酸 10ml に

てミリポアフィルターを洗浄後,乾燥させシンチレーターを加え,液体シンチレ

ーションカウンターにて放射性活性を測定した。mitogen 添加群,非添加群の比

で stimulation index(S.I)を求めた。 


